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１．概要（Summary） 

高温環境下で利用可能な熱マネージメント材料に

応用することを目的として、有機物と無機物からなる

ハイブリッドポリマーの熱劣化機構および機械物性

向上の原理究明に取り組んでいる。本研究では、有機

物と無機物の組成比や熱負荷環境を変えたポリマー

のナノ構造について、弾性定数等の力学物性を走査型

プローブ顕微鏡(Dimension Icon装置)を用いてマッピ

ングして可視化し、ナノインデンテーション等により

取得したポリマーのミクロ物性と突き合せた考察を

行う。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型プローブ顕微鏡群 

 

【実験方法】 

Fig. 1に示すように、フィルム状のサンプルをエポキシ

樹脂に包埋し、ミクロトームで処理した断面に対して、弾

性定数等の物理量のマッピング測定を試みた。 
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Fig. 1 Sample photograph for Dimension Icon 

observation. 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

条件検討を行っているうちに装置のスキャナーヘッドが

故障したため、継続が困難になった。予定していた測定は

同型機（山梨大学の共用設備）を用いて実施し、完了し

た。 
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